
 

ホール等の利用にかかる安全対策について（お願い） 

 

ホール等主催者 様 

東区民文化センター 館長 

 

この度は、東区民文化センターをご利用いただき、ありがとうございます。 

ホール及びスタジオ 1を利用される主催者の方は、下記のとおり安全対策をお願いします。 

 

記 

 

１ 利用前に避難経路のご確認をお願いいたします。 

※楽屋に避難経路図を掲示しています。 

２ ホール及びスタジオ 1利用中における安全対策に関する責任者を置いてください。 

３ 消防法等安全管理上の法令を遵守してください。 

４ 火災、地震等の発生時には、公演等を中止し、会場内を明るくし避難誘導をしてください。 

５ 主催者は、事前に自衛消防班を編成し次の安全対策をしてください。 

(１) 火気管理に関すること 

  ア ホール及びスタジオ 1内は全面禁煙です。観客等に周知してください。 

  イ ホール及びスタジオ 1内は火気厳禁、危険物品持込禁止です。 

  ウ 演出上、止むを得ず舞台で火気等を利用するときは、事前に消防署への届出が必要です。 

（届出様式は当館ホームページからダウンロードできます） 

(２) 消防用設備等に関すること 

  ア 消防用設備等について、事前に設置場所及び使用方法を確認してください。 

消火器の位置図、避難階段及び経路図は、楽屋に備え付けています。 

   イ 防火シャッターの下、消防設備の前面、避難口前には、物品等を置かないでください。 

(３) 避難管理に関すること 

  ア 入場者数を把握し、定員を超えて入場させないでください。 

  イ 机、椅子等は、避難時の妨げとならないよう配置してください。 

  ウ 火災が発生した時は、管理事務室（内線 25 または 26）又はホール職員に通報するとともに、

火災への対応及び避難誘導をしてください。 

  エ 地震が発生した時は、揺れがおさまるのを待って避難誘導を開始してください。 

  オ 客席の出入口ドア付近に担当者を配置してください。 

６ その他 

ア 主催者は、自衛消防班編成表を各係に配布し、連携して安全対策にあたってください。 

イ ホール及びスタジオ 1内の電話は、内線専用のため、119 番通報はできません。 

 

 

2020.5.5 



係員へ配付 

自衛消防班の編成について 

 

催物名又は団体名                 

 

責  任  者                  

 

令和  年  月  日～  月  日 ホール、スタジオ 1利用中における自衛消防班を編成しま

したので、火気管理及び有事発生時の適切な対応をしてください。 

 

 

自  衛  消  防  班 

責 任 者 

係
名 

係   員 職 務 内 容 

連
絡
係 

 
管理事務室へ緊急連絡 

内線電話  25または26 

 

各担当者への連絡 

消
火
係 

 

 
消火器,消火栓で初期消火。 

 

事前に設置場所、利用方法の確認。 

避
難
誘
導
係 

 

観客及び出演者の避難誘導。 

事前に、避難階段の位置及び開扉方法

の確認。 

注 １ 事故防止については万全の配慮をお願いします。 

  ２ 火災等発生時の行動については、ホール等利用にかかる安全対策について（お願い）を参考にして

ください。 

  ３ 係員は、会場及び催し物に応じた必要人数を配置してください。 

  ４ 係員の重複はできるだけ避けてください。 

 

＜劇場内アナウンス例＞  

「椅子の間に身をかがめてください」 「安全が確保できるまで動かないでください」  

「ただいま火災（地震）が発生しました。係員の指示に従って順次避難をお願いします」 

「あわてず、冷静に行動をお願いします」 

「けが人や足の不自由な方が見えたら手助けをお願いします」 

 


